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「神のことばの説教は神のことばである。」（マルティン・ルター） 

 

Α「説教が、みことばに関する講義で
はなく、みことばそのものが開かれ説
かれて、明らかに神のことばそのもの
である時、はるかに強い力をもって聞
き手の良心に突き刺さるのだ。あなた
がたが聖句を背後に押しやって自分の
考えを述べたりしないのは、霊感のす
ばらしさのゆえなのである。兄弟たち、
もしあなたがたが聖書の正確な意味を
伝える講解説教を習慣としているなら、
私はあえてお勧めしたい。聖霊によっ
て与えられたみことばそのものを堅く
守り続けよ。多くの場合、主題説教は
許容されるだけでなく適切なものであ
るが、聖霊によるみことばそのものの
講解説教は、大部分の会衆にとって非
常に有益であり、また喜ばれるものだ
からである。」（チャールズ・スポルジ
ョン） 
 
「説教とは、自分の経験や体験の話、
あるいは人が感心するような話をする
ことではなく、神の言葉に基づいて神
の言葉を語るのだ。」（車田秋次） 
 
「聖書的説教とは、どういう説教か。
それは定義的に言えば、『徹頭徹尾聖書
に始まり、聖書により、聖書に終わる』
説教である。そして構造的に言えば、
そのテキストが、聖書の聖句からとら
れるだけでなく、そのテキストが示し
ている主題が、首尾一貫し、一つの論
理によって貫かれ、そして高められ、
深められ、広げられて、その全体が上
昇的にまたは下降的に、あるいは帰納
的にまたは演繹的に発展させられ、そ
して全体が徐々にしぼられて、聖書的
に結論づけられる説教である。」 
（渡辺善太） 
 
聖書は、神の言葉であるとわれわれは
信じております。われわれを支える共

通の説教理解を言い表すひとつの重要
な文章は第二スイス信条の命題です。
「神の言葉の説教は神の言葉である」。
前者の「神の言葉」は聖書を意味しま
す。後者の「神の言葉」は今ここで聴
く神の言葉です。大切なことは、聖書
の言葉がそのまま神の言葉であるとは
言っていないということです。聖書を
説く説教があって初めて聖書が神の言
葉となる、ということです。 
 
講解説教は、一書を連続して説き続け
る講解説教であろうと、一回限りの講
解説教であろうと、聖書の言葉がその
まま朗読されればそれでよいというの
ではなくて、それが説教の言葉となっ
て聴き手に届くことがあって初めて神
の言葉になるということを真剣に考え、
そこに自分の課題を見出します。それ
は、聖書の言葉が、常に新しく語り出
す神の言葉だということだとも言えま
す。いつも今ここにおける神の言葉と
なるのです。われわれは、その言葉を
聴くために祈り、また備えます。その
言葉が語り出されるために自分の説教
が用いられることを信じます。そのた
めの言葉をどのように語れるようにな
るかを問い続けます。聖書の言葉が、
今ここで生きた言葉となることを信じ
るからです。そのとき、われわれはそ
の聖書の言葉に自分が捕らえられるた
めに備えます。われわれが聖書の言葉
を動かして現代にも通用する歴史の言
葉とするのではありません。聖書の言
葉が、今ここでわれわれを動かす言葉
となることを待望するのです。そのた
めに聖書を読むのです。聖書を通じて
神が語ってくださる言葉がわれわれを
捕らえることを期待し、信じて、われ
われが読むのです。詩篇第一一九篇一
三〇節は忘れ難い言葉です。聖書学者
であり、説教者としても私に大きな感

化を残しくださった渡辺善太先生が、
まだ若い学生であった私ひとりに大き
な声で暗唱して聴かせてくださった言
葉です。御言葉が開かれると光が射し
出で無知な者にも理解を与えます。「御
言葉うち開くれば光を放ち、愚かなる
者をさとからしむ」という文語の言葉
を渡辺先生から聴きました。大きな確
かな約束の言葉をいただいたと思いま
した。この「み言葉の光」を待つので
す。そこから講解説教が始まります。
そしてわれわれ自身がその光の言葉の
語り手となる光栄のなかに立つに至る
のです。もとより聖霊の働きを待たな
ければなりません。しかも、それと共
に、われわれ自身が確信をもって語り、
働くことをも求められます。そのよう
に神の言葉に仕える者として語りかけ
られ、捕らえられることを信じて探求
します。「求めなさい。そうすれば、与
えられる。探しなさい。そうすれば、
見つかる。門をたたきなさい。そうす
れば、開かれる」。この主の約束は、こ
こにおいても信じられるべき、励まし
の言葉です。（加藤常昭） 
 
われわれが目指す説教は、 
１．神ご自身が今ここで語ってくださ
る説教である。 
２．そこで、聖書の言葉が神の言葉と
して語り始める説教である。 
３．そこで、説教者自身を含め、礼拝
する教会の群れが、その流れの中に巻
き込まれるような＜言葉の流れ＞とし
ての説教である。 
４．そこで、「目に見えない方を見てい
るように」、望みの現実に生きる説教で
ある。 
５．説教者は、会衆に先立って、この
＜恵みの言葉の流れ＞の中に身を置い
た者として、その存在そのものをも言
語化して語る。 



 

「教会〔マラナサ・グレイス・フェローシップ（略称：MGF）〕はキリストのからだであり、すべてのものを 

すべてのもので満たす方が満ちておられるところです」（エペソ１：２３）。「あなたがた〔MGF〕は、 

キリストにあって満たされているのです。キリストはすべての支配と権威のかしらです」（コロサイ２：１０）。 

６．この＜言葉の流れ＞を生きる説教
の言語は、それ自体生きた言葉である。
いのちを映すイメージ豊かな言葉であ
る。（加藤常昭） 
 
説教が説教として成り立つためには、
説教者自身が納得して語っていること
が必要だと、しばしば言われる。「どん
なに（教理的に）正しい説教でも、説
教者が納得して語っているのでなけれ
ば、説教にならない」と。しかし説教
は、神の言葉として「聞かれる」もの
である。たとい説教者が納得していな
くても、神の言葉として聞かれている
のであり、説教者自身よりも聞く者に
納得されるということさえありうる。
極端なことを言えば、説教者が納得し
ているかどうかは、説教の成立用件に
はならない。しかし納得しないで語る
説教は、説教者自身を疲れさせ、正し
さの中に留まる力を失せさせる。そし
て、たぶん多くの場合は、聞く者にと
ってもつまらない。つまらない説教は、
会衆のみことばへの集中を妨げる。正
しい説教を深く納得して語るためには、
説教者は苦悩し、「みことば」と格闘し
なければならない。その格闘の様は、
説教において明らかに発音されるわけ
ではない。しかし教会の礼拝で、その
説教を聞く信徒たち会衆は、説教者が
その格闘をした上でこの説教に至って
いること、そして今も格闘を続けてい
ること、場合によっては、このときに
も未だ納得していないことまでも感じ
取っている。そのみことばとの格闘を、
会衆も共にしている。格闘を回避し、
あるいはさっさと納得してしまって、
会衆を置き去りにしてはならないのだ。
（大住雄一） 
 
もし私たちが本当に「神のみことばは
生きていて、力がある」と信じている

ならば、どうしてこの神のことばをよ
り深く、より正しく伝えることに熱心
になるのではなく、自分の考えや主張
を訴えることに熱心になのでしょう？
もし本当にみことばを宣べ伝えること
によって人々を「キリストにある成人
として立たせる」ことができると確信
しているならば、どうして私たちは｢知
恵を尽くして｣みことばの学びに取り
組もうとしないのでしょう？神のすば
らしさを伝えたいと思うならば、私た
ちは神のすばらしさを明確に現すみこ
とばを説き明かさなければなりません。
キリストのすばらしさを伝えたいと思
うならば、私たちはキリストのすばら
しさを明確に現すみことばを告げ知ら
せなければならないのです。時に説教
者は、聖書の教えを正しく語ることに
献身していないがゆえに、キリストの
すばらしさを人々が知ることを妨げる
ことがあります。「主を見たいのに、あ
なたが前に立っていて主を見ることが
できません！」と信徒たちが訴えてい
るかも知れません。主のすばらしさを
伝えるために必要なのは、偉大な話術
でも、分かりやすい例えでも、おもし
ろいお話でも、感動を与える物語でも
ありません。これらのものは真理を伝
える助けになるかもしれませんが、絶
対不可欠なものではありません。必要
なのは、聖書の真理が伝えられること
なのです。その真理が伝えられるとき、
聖霊はみことばをもって人々を聖め、
キリストに似た者に変える働きをなし
ます。なぜなら聖書は生きた、力ある、
有益で、信徒をキリストの御前で成熟
した者として立たせることができる神
のみことばだからです。教える者は、
みことばを学び続けなければなりませ
ん。それを怠っては決して正しく聖書
の真理を伝えることはできません。聞
く者は、教える者がみことばを学ぶこ

とができる環境を整えてあげなければ
なりません。その学びがなければ自分
たちがより主を喜ばせる者へと変わっ
ていくことができないからです。パウ
ロは「みことばを宣べ伝えなさい」と
言います。他の手段を選ぶのではなく、
主の働き人はこの一時に熱心に励むべ
きなのです。これこそが教会を導く者
たちに与えられている第一の責任であ
り、教会にとって最も必要なことなの
です。（岡田大輔） 
 
「説教者の第一使命は、口をもって御
言を語るということにあるのである。
しかし、口さえあれば、その使命を果
たせるというわけではない。説教は、
夜店の香具師のように、ただうまくし
ゃべれば、それでことたりるというわ
けのものではない。口を通して語るそ
のことは、語る人そのものの、信仰と
知識と生活からあふれでるものでなけ
ればならない。」（後藤光三） 
 
「説教とは、言わば説教者という人格
に、神の御言の使信が溶け込み、一体
となり、分かちがたいまでのものとな
り、その信仰を通して語られるのであ
る。」（後藤光三） 
 
ある教会員が、涙ながらに訴えてきた。
「先生、私は、本当に教会に行きたい
のです。しかし、教会に行って礼拝の
席にいると、どうしても、これが聖書
を語っている言葉だと思えないのです。
１週間の生活の中から、説教を聴くこ
とを通して、慰められ、励まされ、厳
しく打たれたいのです。しかし私の教
会では、それが聴けないのです。どう
しても、聞こえてこないのです。」（石
井錦一）Ω

  

＜＜おお知知ららせせ AAnnnnoouunncceemmeenntt＞＞    

★４月２６日（日） ディアコノス・ランチ。 

 MGFはキリスト狂徒の集まるキリスト狂会 


